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原発事故に伴う放射性降下物の昆虫へのインパクトと 

そこからの回復過程を初めて解明 

 

研究成果のポイント 

 ・福島県の高線量地域で，虫こぶを作るワタムシ（アブラムシの仲間）の２種に，2012 年には高頻度

の死亡と形態異常を検出。 

・しかし，2013年には，２種類とも健全な個体の割合が前年より増加し，集団の回復の兆しを把握した。 

 

研究成果の概要 

福島第一原発事故による放射性降下物が野生生物にどのような影響を及ぼすかは，一般市民も研究

者も強い関心を示しているものの，ほとんど実態が明らかにされていません。本研究では，福島県川

俣町の高線量地域で，虫こぶ（図３）を作るワタムシ（アブラムシの仲間）の２種に，2012 年には高

頻度の死亡と形態異常を検出しました。原因として，放射性降下物の影響が強く疑われました。しか

し，2013 年には，影響を受けた集団がすでに回復しつつある兆しを把握できました。チェルノブイリ

事故の悪影響に関する報告は数多くありますが，原発事故後の集団の回復を示唆した結果は初めて得

られたものです。 
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研究成果の概要 

（背景） 

福島第一原子力発電所の事故に伴って，原発の北西地域は，放射性降下物によって高度に汚染され

ました。放射性物質による汚染が，生物にどのような影響を与えるかは，未だに十分に理解されてい

ません。 

 

（研究手法） 

2011 年に，福島県産のヤマトシジミ（シジミチョウ科）に見出された形態異常(Hiyama ら，2012)

の報告は，大きな議論を呼びました。本研究では，２年間にわたって，複数の世代に見られる１齢幼

虫の死亡率と形態異常率を比較しました。 

 

（研究成果） 

2012 年春に，原発事故以降初めての交配の結果生じたワタムシの世代を調べたところ，福島第一原

発より 32km 地点で得られた 167 頭のオオヨスジワタムシ１齢幼虫のうち 13.2％は形態異常を示し，

４個体（2.4％）は顕著な異常が見られました（図１Aと B; ３個体を図示）。これに対し，７地点の

非汚染地域の集団では形態異常を示す個体の比率は，0.0％から 5.1％（平均 3.8％）でした（図２）。

ところが，閉鎖空間である虫こぶ（図３）の中で生み出された 543 頭の第２世代幼虫のうち，わずか

に 0.37％が形態異常を示しました。このことから，第１世代に見られた形態異常の大多数は次世代に

は遺伝しないことが明らかとなりました。 

さらに，2013 年春に，同一地点で採集したサンプルを分析したところ，２種のワタムシの生存率と

健全個体の割合が，2012 年のサンプルよりも有意に高いことが明らかとなりました（図４）。したが

って，2013 年に放射線のレベルが若干低下しただけではなく，アブラムシの放射線耐性が選択を受け

たことを通じて，アブラムシの生存力と健全性が向上したことが示されました。 

 

（今後への期待） 

増殖率が高く，年に約 10 世代を繰り返すワタムシでは，放射線の影響は原発事故直後に強く現れ

るものの，それ以降は，放射線の影響を乗り越え，集団は次第に回復していく可能性が本研究によっ

て示唆されました。 
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図１A オオヨスジワタムシの正常な１齢幼虫と腹部が２分した異常１齢幼虫。図１Bを含めて，いずれ

も初めて報告された異常。 

 

図１B オオヨスジワタムシ１齢幼虫に現れた形態異常（矢印）。顕著な異常を示した４頭中の２頭。 

A と B, 関節における未分化の脚と膨満した腹部。Cと D, ２カ所に生じたコブ状の隆起。 

 
 

 

 

 

 

 

 



図２ 形態異常率（レベル１：軽微な形態異常。レベル２：中間的異常。レベル３：重大な形態異常） 

 

図３ 樹皮から孵化する第１世代幼虫と虫こぶ*（ゴール）中で生まれる第２世代幼虫。世代による被曝

の違いを図示。第１世代は，汚染の強い樹皮上の卵から孵化し，葉まで移動し虫こぶを作る。第２世代

は，汚染されていない虫こぶ中で生まれる。調査地の空間線量は約 4μSv/h。 

 *虫こぶ：ワタムシが葉の組織をコブ状に膨らませた構造で，空洞の内部で樹液を吸い，子を産む。 

 



 

図４ 2012 年集団と 2013 年集団の間での２種のワタムシの生存率，死亡率，形態異常率の比較 

 

 


